
史
料
紹
介安

房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て
―

佐

藤

博

信

滝

川

恒

昭

【
解
説
】は

じ
め
に

長
安
山
東
光
院
石
堂
寺
（
千
葉
県
安
房
郡
丸
山
町
石
堂
）
は
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
聖
武
天
皇
の
勅
願
を
奉
じ
た
行
基
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
そ
の
後
、
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ
っ
て
鎮
護
国
家
の
道
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、
中
世
後
期
に
は
、
鎌
倉
府
や
関
東
足
利

氏
、
さ
ら
に
は
在
地
勢
力
の
丸
氏
や
里
見
氏
か
ら
も
厚
い
崇
敬
と
庇
護
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
房
総
屈
指
の
古
刹
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
石
堂
寺
の
研
究
は
、
た
ん
に
石
堂
寺
と
い
う
一
地
方
寺
院
の
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
房
総
・
関
東
の
寺
院
の
歴
史
展
開
を
理

解
す
る
う
え
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

現
在
石
堂
寺
に
は
、
そ
の
古
い
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に
、
関
東
を
代
表
す
る
平
安
仏
の
優
品
と
し
て
知
ら
れ
る
本
尊
十
一
面
観
音

像
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
は
じ
め
、
室
町
期
の
建
築
と
さ
れ
る
本
堂
・
本
堂
厨
子
・
薬
師
堂
・
多
宝
塔
（
同
上
）
な
ど
多
く
の

（６１）



文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
は
古
文
書
な
ど
の
中
世
資
料
も
膨
大
に
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
数
度
の

火
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
禍
に
し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
先
述
の
仏
像
・
建
造
物
を
除
け
ば
、
中
世
以
前
の
様
相

を
具
体
的
に
語
る
資
料
は
皆
無
と
い
っ
て
い
い
状
態
で
あ
る
。

た
だ
そ
う
し
た
な
か
で
、
天
文
十
四
年（
一
五
四
五
）の
紀
年
を
有
す
る
多
宝
塔
相
輪
銘
文
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
篠
崎
四
郎
・
大
野
太
平
両

（
１
）
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
露
盤
部
の
銘
文
は
、
多
宝
塔
造
立

と
い
う
一
大
事
業
を
主
催
し
た
在
地
勢
力
の
丸
氏
や
そ
の
上
位
に
あ
っ
た
里
見
氏
・
正
木
氏
、
さ
ら
に
は
こ
の
事
業
に
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
参
画
し
た
多
数
の
助
成
衆
や
作
事
関
係
者
等
々
の
人
名
・
地
名
が
み
え
る
も
の
で
、
当
該
地
域
の
戦
国
期
に
お
け
る
多
様

な
情
報
を
発
信
す
る
稀
有
な
資
料
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
近
年
実
施
さ
れ
た
多
宝
塔
解
体
修
理
の
際
、
そ

さ
っ
か
ん

の
相
輪
か
ら
は
露
盤
部
の
み
な
ら
ず
擦
管
・
九
輪
や
宝
珠
と
い
っ
た
部
分
か
ら
も
新
た
な
銘
文
の
存
在
が
多
数
確
認
・
報
告
さ
れ
て

い
（
２
）
る
。
本
資
料
の
存
在
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
資
料
は
、
い
ま
だ
本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
ご
と
く
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が
、
中
世
の
石
堂
寺
や
当
該
地
域
に
関
す
る
資
料
が
極
端
に

少
な
い
現
在
、
改
め
て
本
資
料
に
つ
い
て
よ
り
正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
鑑
み
、
小
稿
で
は
、
多
宝
塔
相
輪
部
に
認
め
ら
れ
る
銘
文
を
、
新
出
・
既
出
に
か
か
わ
ら
ず
で
き
得
る
限
り

正
確
に
紹
介
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
つ
い
で
、
現
に
石
堂
寺
に
存
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
石
堂
寺
に
関
す
る
中

世
資
料
を
博
捜
し
集
成
す
る
こ
と
で
、
中
世
に
お
け
る
石
堂
寺
や
当
該
地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
作
業
を
行
お
う
と
す
る
も
の
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で
あ
る
。

一
、
多
宝
塔
相
輪
に
所
見
さ
れ
る
銘
文

再
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
著
名
で
あ
る
。
し
か
も
新
た
に
確
認
さ
れ
た
銘
文
に
し
て
も
、

す
で
に
新
発
見
資
料
と
し
て
一
般
に
紹
介
さ

（
３
）
れ
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
解
体
修
理
の
際
に
は
、
現
在
確
認
で
き
た
銘
文
の
す
べ
て

を
収
録
し
た
と
さ
れ
る
修
理
工
事
報
告
書
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
前
出
）。
そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
紹
介
は
と
り
た
て
て
新
し
い

情
報
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
先
述
の
ご
と
く
、
本
資
料
は
、
い
ま
だ
本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
報
告
書
自
体
の
入
手
が
一
般
に
は
困
難
と
い
っ
た
事
情
も
一
因
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
報
告
ご
と

に
そ
の
銘
文
の
異
同
が
多
数
所
見
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
本
質
的
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
石
文
特
有
の
難
解
・
難
読
さ
を
差

し
引
い
て
も
、
こ
の
点
の
甚
だ
し
さ
は
顕
著
で
あ
る
。
し
か
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
露
盤
部
に
所
見
さ
れ
る
銘
文
に
せ

よ
、
現
在
み
る
そ
れ
は
す
べ
て
同
時
期
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
若
干
の
時
間
的
差
違
（
追
刻
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
な
の

で
あ

（
４
）
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
紹
介
で
は
、
こ
の
点
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
混
然
一
体
の
ま
ま
ひ
と
つ
な
が

り
の
銘
文
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
え
既
知
の
銘
文
や
近
時
新
た
に
確
認
さ
れ
た
銘
文
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
体
相
輪

の
ど
の
部
分
に
刻
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
点
さ
え
も
、
建
築
学
の
前
提
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
者
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
そ
の
要
望
に
必
ず
し
も
応
え
う
る
も
の
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
資
料
は
、
根
本
資
料
と
し
て
扱

う
に
は
利
用
し
ず
ら
い
、
つ
ま
り
資
料
化
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
従
来
あ
ま
り
利
用
さ

（６３）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



れ
て
こ
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

と
は
い
え
、
本
資
料
中
に
登
場
し
て
く
る
多
数
の
人
名
・
地
名
や
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
が
、
一
見
し
て
も
極
め
て
重
要
な
情
報
を

も
た
ら
す
と
判
断
さ
れ
る
以
上
、
出
来
得
る
限
り
客
観
的
か
つ
詳
細
、
さ
ら
に
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
要
請
さ
れ
る
の

も
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
過
日
現
地
で
実
物
を
調
査
し
た
際
の
調
査
メ
モ
や
、
レ
プ
リ
カ
・
写
真
・
拓
本
と
い
っ
た
諸
資
料
に
あ
た

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
一
字
一
句
正
確
に
銘
文
を
紹
介
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
と
り
わ
け
そ
の
核
心
と
な
る
露
盤
部

に
刻
さ
れ
た
銘
文
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
配
列
・
字
配
り
で
刻
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
追
刻
か
否
か
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
・
判
断

（
５
）
し
、
銘
文
全
体
を
な
る
べ
く
忠
実
か
つ
客
観
的
に
復
元
で
き
る
よ
う
に
試
み
た
つ
も

り
で
あ
る
。
さ
ら
に
相
輪
部
の
銘
文
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
部
分
に
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
図

示
す
る
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
理
解
が
よ
り
容
易
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
し
か
も
こ
の
作
業
の
過
程
で
、
従
来
見
逃
さ
れ
て
い
た

重
要
な
銘
文
も
若
干
確
認
で
き
た
の

（
６
）
で
、
そ
れ
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。

二
、
金
剛
盤
銘
文
お
よ
び
薬
師
堂
・
本
堂
厨
司
墨
書
銘

�
は
、
密
教
法
具
の
ひ
と
つ
金
剛
盤
に
陰
刻
さ
れ
た
銘
文
で
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
九
月
、
丸
但
馬
守
時
綱
の
妻
女
が
寄

進
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
石
堂
寺
と
丸
氏
が
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
出
露
盤
銘
な
ど
で
も
明
ら
か
で

あ
る
が
、
本
資
料
は
戦
国
末
期
に
い
た
っ
て
も
そ
の
関
係
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
丸
但
馬
守
時
綱
は
、
露
盤
銘

に
丸
岩
糸
殿
平
朝
臣
豊
常
の
子
息
と
し
て
み
え
る
時
綱
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
室
町
期
の
丸
氏
に
つ
い
て
は
関
係
資
料
が
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極
端
に
少
な
く
、
そ
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
鎌
倉
府
内
で
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
、
戦
国
期
に
は
当
該
地
域
（
丸
郡
）
に
お
い
て
族
的
発
展
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

�
は
、
昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）、
薬
師
堂
お
よ
び
本
堂
内
の
厨
子
を
解
体
修
理
し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
墨
書
銘
文
で
あ
る
。

そ
れ
自
体
極
め
て
簡
略
な
記
事
だ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た『
千
葉
縣
史
料
金
石
文
篇
』に
も
採
録
さ
れ
ず
、
従
来
ま
っ

た
く
看
過
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
建
造
年
代
が
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
薬
師
堂
（
ウ
・
エ
）
で
は
造

築
工
事
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
大
工
職
が
安
田
姓
の
人
物
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。
こ
の
安
田
氏
に
つ
い
て
は
、
露
盤

銘
に
も
み
え
る
生
国
丹
後
国
住
人
安
田
氏
と
系
譜
的
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

な
お
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
資
料
に
あ
た
る
こ
と
が
現
状
で
は
不
可
能
な
た
め
、
す
べ
て
『
重

要

文
化
財

石
堂
寺
薬
師
堂
・
本
堂
厨

子
修
理
工
事
報
告
書
』（
重
要
文
化
財
石
堂
寺
薬
師
堂
修
理
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
っ
た
。

三
、
古
文
書

�
は
、
こ
れ
ま
で
石
堂
寺
の
関
係
文
書
と
し
て
は
未
紹
介
の
も
の
で
あ
る
。
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
二
月
十
三
日
に
鎌
倉
公
方

す
い
せ
い

足
利
満
兼
が
彗
星
出
現
に
つ
き
石
堂
寺
に
祈
祷
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
彗
星
を
妖
星
と
称
し
て
、
そ
の
出
現
を
吉
凶
視
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
の
祈
祷
で
あ
っ
た
。
石
堂
寺
は
、
当
時
関
東
足
利
氏
（
鎌
倉
府
）
の
祈
願
寺
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
本
文
書
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
安
房
国
内
の
古
文
書
所
在
調
査
に
あ
た
っ
た
調
査
官
高
橋
正
明
の
復
命

書
た
る
「
安
房
国
古
文
書
摘
要
」
で
も
、
す
で
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
か
な
り
早
い
段
階
に
石
堂
寺
か
ら
流
失

を
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
段
階
に
は
と
き
の
洋
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た
か
ひ
ら

学
者
に
し
て
東
京
人
類
学
会
初
代
会
長
で
も
あ
っ
た
神
田
孝
平
氏
の
蒐
集
文
書
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
（
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
後
）、
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
所
蔵
に
帰
し
、
現
在
は
鎌
倉
国
宝
館
に
移
管
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

�
は
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
十
一
月
二
十
九
日
に
入
滅
し
た
石
堂
寺
住
職
宗
海
の
霊
前
に
お
い
て
そ
の
業
績
を
称
え
た
文
書

た
ん
と
く
ぶ
ん

（
歎
徳
文
）
で
あ
る
。
石
堂
寺
は
、
そ
れ
以
前
の
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
十
二
月
、
失
火
に
よ
っ
て
堂
宇
・
坊
舎
等
こ
と
ご
と

く
を
焼
失
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
住
職
が
宗
海
で
あ
り
、
本
文
書
に
よ
れ
ば
、
宗
海
は
そ
の
責
任
を
感
じ
て
、
そ
の
後
一
代
で
全
山

の
復
興
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
み
た
露
盤
銘
に
、
そ
の
時
点
す
で
に
没
し
て
い
た
宗
海
が
大
本
願
と
み
え

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
追
記
の
部
分
で
は
、
宗
海
は
露
盤
銘
に
も
登
場
し
て
い
る
丸
常
家
の
子
息
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
も
石
堂
寺
と
丸
氏
と
の
極
め
て
深
い
関
係
が
知
ら
れ
る
。

�
は
、
は
や
く
に
大
野
太
平

（
７
）
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
文
書
で
巳＝

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
喜

連
川
国
朝
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
石
堂
寺
に
い
た
「
御
ち
こ
さ
ま
」＝

龍
王
丸＝

頼
氏
が
下
野
喜
連
川
（
栃
木
県
喜
連
川
町
）

に
移
り
、
国
朝
の
妻＝

古
河
氏
女（
古
河
公
方
足
利
義
氏
の
女
）と
再
婚
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
頼
氏
は
、
小
弓
足
利
頼
淳
の
子
息
で
国
朝
の
弟
で
あ
っ
た
。
石
堂
寺
に
小
弓
公
方
足
利

系
の
子
息
が
寄
寓
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
�
同
様
に
石
堂
寺
と
関
東
足
利
氏
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

戦
国
末
期
ま
で
そ
の
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
現
在
も
石
堂
寺
に
頼
氏
の
木
造
坐
像
（
写
真
７
）
が
存

在
し
て
い
る
。
な
お
、
仮
名
交
じ
り
の
本
文
書
を
発
給
し
た
人
物
は
、
里
見
氏
関
係
の
女
人
と
推
定
さ
れ
る
。
代
々
里
見
氏
関
係
の

女
人
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
大
黒
朱
印
の
印
判
で
あ
る
。
同
様
な
印
判
を
捺
し
た
文
書
に
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
四
月
二
十

二
日
付
妙
本
寺
宛
（「
妙
本
寺
文
書
」）
な
ど
が
あ
る
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号
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註（
１
）

篠
崎
四
郎
「
安
房
国
石
堂
寺
多
宝
塔
露
盤
銘
に
就
い
て
」（『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
十
四
巻
第
十
号
、
一
九
三
四
年
）・
大
野
太
平
「
多

宝
塔
露
盤
の
銘
に
つ
き
て
」（『
房
総
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
三
四
年
）
を
参
照
。

（
２
）
『
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財

石
堂
多
宝
塔
修
理
工
事
報
告
書
』（
長
安
山
東
光
寺
石
堂
寺
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
３
）

本
吉
正
宏
「
新
発
見
の
銘
文
ー
石
堂
寺
多
宝
塔
銘
文
ー
」（『
千
葉
県
の
歴
史
』
四
十
二
・
四
十
三
合
併
号
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
４
）

起
工
式
と
も
い
う
べ
き
益
形
供
養
が
天
文
十
四
年
に
お
こ
な
わ
れ
（
資
料
�
）、
天
文
十
七
年
に
工
事
が
成
就
し
た
（
同
�
）
こ
と

を
み
れ
ば
、
そ
の
間
に
一
般
の
助
成
衆
・
旦
那
衆
の
名
前
が
相
輪
各
所
へ
追
刻
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
ろ
う
。

（
５
）

た
だ
そ
れ
が
明
瞭
な
部
分
も
あ
る
が
、
追
刻
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
苦
慮
し
た
部
分
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
こ
れ

は
現
時
点
に
お
け
る
叩
き
台
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。
な
お
、
レ
プ
リ
カ
・
写
真
・
拓
本
資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
館
山
市
立

博
物
館
岡
田
晃
司
氏
の
格
別
な
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
ま
た
銘
文
の
解
読
・
追
刻
の
判
断
に
つ
い
て
も
、
岡
田
氏
を
は
じ
め
早
川
正
司
・
遠

山
成
一
両
氏
か
ら
も
ご
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
拝
謝
す
。

（
６
）

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
露
盤
東
側
面
銘
文
中
の
平
通
綱
（
正
木
通
綱
）
に
次
い
で
記
載
さ
れ
る
実
茂
な
る
人
物
の
脇
に
「
弟
」
と
い
う

注
記
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
通
綱
の
弟
、
正
木
実
茂
の
存
在
の
確
認
で
あ
る
。
こ
の
「
実
」
の
一
字
の
存
在
は
、
正
木
氏
の
み
な
ら
ず

前
期
里
見
氏
（
里
見
義
実
）
の
研
究
に
も
一
石
を
投
じ
る
資
料
と
な
ろ
う
。

（
７
）

大
野
太
平
「
喜
連
川
頼
氏
の
寄
寓
に
就
て
」（『
房
総
郷
土
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
八
年
）
を
参
照
。

（
追
記
１
）

資
料
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

（
追
記
２
）

写
真
版
掲
載
に
際
し
て
は
、
石
堂
寺
住
職
坂
本
英
海
師
と
鎌
倉
国
宝
館
の
御
許
可
を
頂
い
た
。
そ
の
う
え
で
石
堂
寺
関
係
に

つ
い
て
は
、
一
部
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
所
蔵
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
記
し
て
拝
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（６７）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て
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宝
珠�

九
輪�

擦
管�

露
盤�

相
輪�

一

多
宝
塔
相
輪
に
所
見
さ
れ
る
銘
文

１石堂寺多宝塔
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露
盤
北
側
面�

当
寺
小
児
千
寿
丸
名
有
心
為
□
□
□
　
生
年
十
四
才�

□
　
　
　
　
　
名
守
丸�

同
那
須
清
三
郎
茂
景
　
生
年
十
五
才�

切
符
　
宗
聚
　
作
間
　
弁
誓
也�

妙
心�

茂
林�

　
妙
久�

　
妙
栄�

道
仲
　
妙
性�

露
盤
南
側
面�

磯
辺
彦
左
衛
門
　
祥
憲�

道
珍
　
妙
珍�

�

（６９）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



道
繕�

露
盤
西
側
面�

安�丸
前
田
平
常
家
内
宮
松
子�

父
母
　
智
円
　
妙
蓮�

�

露
盤
北
側
面

当
寺
小
児
千
寿
丸
名
有
心
為
□
□
□
□
生
年
十
四
才
名
守
丸

同
那
須
清
三
郎
茂
景
生
年
十
五
才

露
盤
南
側
面

妙
心

茂
林

切
符

宗
聚

作
間

弁
誓
也

妙
久

妙
栄

道
仲

妙
性

磯
辺
彦
左
衛
門

祥
憲

道
珍

妙
珍

露
盤
西
側
面

道
繕
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門
伝�

仲
囗�

宗
高�

道
安�

原
図
書
助
堯
頼�

道
讃
妙
秀
妙
照
妙
了�

妙
慶�

妙
源
道
讃
朱
米
道
又
妙
林
道
宥�

松
山
弥
五
良�

宗
弥
道
泉�

妙
性�

弁
誓�

妙
円�

妙
祐�

徳
祐�

智覚�

平
子
大
良�

百
文
妙
祐�

柱 三
本 妙
光�

宗
位�宗
聚
道
香
妙
鏡�妙
慶�

妙
観
妙
蓮�

妙
照�

小
仙
行
覚�
小
仙
宗
感�

妙
盛
妙
感�

妙 光�

道 光

�

逆 修
妙 芳�

丸
道
綱�

妙
順�

妙
光�

道
盛�

道
林�

玄 説�

澄 俊�

妙 俊�

慶 祐�

宥 泰�

妙 安 比�

海
蔵�

丸
永
興
寺�

道
珍�

妙
鏡�

妙
栖�

妙
順�

宗
儀�

宗�

慶
順
慶
胤�

宗
祐�

宗
弁�

道
蓮�

妙
香�

妙
心�

妙
弘�

妙
性�

妙
性�

道
覚�

道
永�

藤
兵
衛
大
子�

妙海�

常
胤�

宝
桂
庵�

正
本�

妙
清�

俊
慶�

青木藤左衛門�

正仙�妙西宝西妙厳妙源�

正栄�妙栄田六孫兵衛�

鍛冶通田新衛門�

宗祐宗全宗賢�

弁
誉�

覚
林�

妙
金�

妙
永�

妙
法�

善
恵�

道
秀�

妙
心�

道
心
妙
心�

妙珍�

宗義�

宗都妙聖宗伝�

宗�

同内�

妙高�妙信�

妙栄�

妙海�

道栄�

道海�

宗
清�

十 疋�
大
日
本
国
安
房
州
丸
郡
石
堂
寺
多
宝
塔
之�

益
形
供
養
　�

天
文
十
四
年
　
十
一
月
廿
八
日�

国
主
源
朝
臣
里
見�

義
堯�

其
子
堯
俊�

軍
代
平
朝
臣�

正
木
大
膳
亮
時
茂�
大
本
願
宗
海
法
印�

大
本
願
聖
生
国
山
城
一
重
住
侶�

当
別
当
権
大
僧
都
法
印
宗
繁�

大
旦
那
丸
　
師
谷
殿�

平
朝
臣
常
綱
内
妙
隆
尼�

其 子
豊 綱
弟 常
種 内

�

丸 殿
平 成
常 内
妙 春
尼�

其 子 蔵
人 佑 高
常�

先 代 国 守 源
朝 臣 里 見�

義 通�

沙 弥 正 器 慶 円�

平 通 綱�

太 刀�一

�

太 刀� 一�

原 左 　 亮�

正 秀�

平�

通 次�

弟�

実 茂�

馬 一 疋�馬 一�疋�

馬
一�疋�

百
疋�百

疋�千
　
東
長
寺
大
厳
和
尚�

疋�

千
疋
　
四
郎
左
衛
門�

宗
範
道
円
妙
松�

千
人
夫
食�

百
人
夫
食
山
田
五
郎
衛
門�

丸
石
堂
殿
平
常
茂
内
妙
源�

妙
義
妙
金�

道
心
妙
円�

太
刀
一
振�

丸
岩
糸
殿
平
朝
臣
豊
常
其
子�

大工小定源左衛門�

大工生国遠江住人道祐�

大工生国丹後国住人安田�

孫衛門子孫二良�

時
綱�

仁
ヶ
浦�右

馬
四
郎�

十
　
周
真
性
善
楽
臣�

疋�丸
宮
下
殿
平
常
家
其
子�

常
近�

行
元
寺
豪
覚
法
印�

上
総�

泉
水
寺
直
申
法
印�

光
明
寺�

原 修 理 亮�

同 氏 女�

其 子 義 豊�

真
鏡�其

子
義
舜�

当
地
頭
里
見
源
迎�

乙�

巳�

※ゴシックは追刻と判断される文字�
（７１～７２）



安丸

前
田

平
常
家
内

宮
松
子

父
母

智
円

妙
蓮

�

路
盤
上
面

大
日
本
国
安
房
州
丸
郡
石
堂
寺
多
宝
塔
之

益
形
供
養
畢

天
文
十
四
年
巳乙
十
一
月
廿
八
日

百
文
妙
祐

国
主
源
朝
臣
里
見

義
堯

其
子
義
舜

当
地
頭
里
見
源
迎

其
子
堯
俊

軍
代
平
朝
臣

正
木
大
膳
亮
時
茂

（７３）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



大
本
願
宗
海
法
印

大
本
願
聖
生
国
山
城
一
重
住
侶

真
鏡
・
小
仙
・
宗
感

小
仙
行
覚

妙
観
・
妙
蓮妙

照

当
別
当
権
大
僧
都
法
印
宗
繁

宗
聚
・
道
香
・
妙
鏡
妙
慶

・

宗
位
・
妙
盛
・
妙
感

大
旦
那
丸
咒
師
谷
殿

平
朝
臣
常
綱
内
妙
隆
尼

其
子
豊
綱
弟
常
種
内

逆
修
妙
芳

道
光

妙
光

柱
三
本
・
妙
光

丸
殿
平
成
常
内

妙
春
尼

其
子
蔵
人
佑
高
常
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先
代
国
主
源
朝
臣
里
見

義
通

其
子
義
豊

沙
弥
正
器
慶
円

平
通
綱
弟
実
茂

妙
安
比

馬
一
疋

宥
泰

太
刀
一
正
秀
・
平
通
次

慶
祐

澄
俊
・
妙
俊

馬
一
疋
原
修
理
亮

同
氏
女

太
刀
一
原
左
京
亮

玄
説

丸
永
興
寺

道
林

馬
一
疋
光
明
寺

十
疋
海
蔵

道
盛
・
妙
光

妙
順

百
疋
上
総
泉
水
寺
直
申
法
印丸

道
綱

百
疋
行
元
寺
豪
覚
法
印

（７５）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



千
疋
東
長
寺
大
厳
和
尚

十
疋
周
真
性
善
・
楽
臣

丸
宮
下
殿
平
常
家
其
子

常
近

千
疋
四
郎
左
衛
門

俊
慶

宗
範
・
道
円
・
妙
松

千
人
夫
食
仁
ケ
浦
右
馬
四
郎

百
人
夫
食
山
田
五
郎
衛
門

丸
石
堂
殿
平
常
茂
内
妙
源

妙
義
・
妙
金

慶
順
・
慶
胤

道
心
・
妙
円

妙
順
・
宗
儀

太
刀
一
振

丸
岩
糸
殿
平
朝
臣
豊
常
其
子

時
綱

妙
清宗

清

宗
珠
・
宗
祐
・
宗
弁
・
道
蓮
・
妙
栖
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道
永
・
道
珍
・
妙
鏡

妙
性
・
道
覚
・
藤
兵
衛
・
大
子
・
妙
海

妙
香
・
正
本
・
妙
心
・
妙
弘
・
宝
桂
庵
・
妙
性
・
常
胤

宗
義
・
妙
弥
・
道
心
・
妙
心
・
道
秀
・
妙
心
・
善
恵
・
妙
法

宗
祐
・
宗
全
・
宗
賢

弁
誉
・
覚
林

鍛
冶
通
田
新
衛
門

宗
都
・
妙
聖
・
宗
伝

宗
闇

道
海
・
妙
海

正
栄
・
妙
栄
・
同
内

田
六
・
孫
兵
衛

道
栄

正
仙
・
妙
西
・
宝
西
・
（
マ
マ
）

妙
厳
・
妙
源

妙
栄

妙
高

妙
信

青
木
藤
左
衛
門

大
工
小
定
源
左
衛
門

大
工
生
国
遠
江
住
人
道
祐

大
工
生
国
丹
後
国
住
人
安
田

智
覚

孫
衛
門
子
孫
二
良

（７７）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



道
安

妙
性

宗
高
・
妙
源
・
道
讃
・
朱
米
・
道
久
・
妙
林
・
道
宥

弁
誉
・
道
讃
・
妙
秀
・
妙
照
・
妙
了
・
平
子
大
良

仲
□
・
妙
慶
・
松
山
弥
五
郎
・
宗
珎

妙
円
・
道
泉

妙
祐

門
伝

原
図
書
助
堯
頼

�

擦
管

最
下
段

道
本
・
妙
秀

妙
牲
・
高
橋
・
渡
辺

妙
元
・
八
郎
衛
門
・
正
音
・
妙
珍
・
道
讃
・
道
讃

道
金
・
妙
泉
・
正
善
・
妙
善
・
妙
性

善
高
・
妙
春
・
道
信

小
仙
道
泉

宗
円
・
道
円
・
妙
観
・
宗
珍

道
仙

祐
威 千

葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（７８）



宗
信

勝
福
寺
・
柱
一
本
・
神
余
お
加
十
疋
俗
一
、
二
百
文
座
頭
衆

松
寿

�

擦
管

上
よ
り
八
段
目

竹
宗

祐
清

宗
栄
律
師

器是河
田
道
順
・
五
郎
子
・
菊
房
子
・
逆
修
松
子
・
道
永
・
常
蓮

小
田
道
華
・
妙
椿
・
宗
儒
成
仏
・
妙
香

宗
弁
・
道
光
・
妙
善
・
道
林
・
善
仲
・
三
良
衛
門
・
五
良
四
良

大
神
宮
�
兀
脇
藤
衛
門
・
根
本
木
工
助
・
五
良
左
衛
門
・
大
良
左
衛
門

處
兵
松
子
美
房
大
子
河
先
道
八

長

千
世
代
・
道
信
・
神
衛
門

久
長
吉
井
光
阿
弥
寺
処
大
良
大
良
衛
門
・
弥
兵
衛

（７９）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



西
蓮
坊
道
観
・
道
明
・
妙
清

道
本
・
利
慶
・
善
長

円
通
寺
道
永
・
妙
真
・
道
徳

徳
用興

珊
妙
秀
小
三
良
処
一
視祗
手
子
為
二
親
妙
林

霞
右
妙
学芭
道
信
道
仲
妙
泉
妙
性
明
源

妙
春
妙
源
宗
印
妙
鏡
正
金
隼
人
道
員

處
子
小
澤埼
左
衛
門
二
郎
・
村
田
四
良
三
郎

村
田
左
衛
門
・
向
佛
道
善
妙
心
珍
衛
孫
三
郎

妙
泉
・
妙
説
・
妙
春
・
三
次
郎
・
道
栄

�

九
輪

上
よ
り
六
段
目

百
宗
賢

道
仙
・
道
仲

部
屋
道
薫

鶴
子
・
妙
香

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（８０）



彦
五
郎

青
木
源
左
衛
門

請
寿
妙
真

妙
印
・
妙
海

道
珍
・
妙
金
・
道
連

道
林
・
亀
大
郎

仁
公
・
亀
牛
子

妙
善
・
正
清

宮
子
・
道
光

慶
光
処
子

妙
心
・
道
珍

妙
春
・
正
仙

祐
慶
弟
子

大
郎
子
・
二
郎

妙
音
・
正
玄

徳
書
記
為
二
親

性
春
・
妙
花

（８１）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



妙
秀
・
道
順

道
仙
・
賢
順

永
西
・
六
了

妙
泉
・
菊
子

円
春
・
行
人

松
子
・
宗
円

妙
祐
・
善
阿
弥
・
妙
順

妙
順
・
妙
慶

妙
元
・
妙
印

道
印
・
妙
心

妙
順
・
若
房

妙
性
・
道
性

妙
仙
・
道
仲

為
二
親
道
林

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（８２）



�

擦
管

上
よ
り
四
段
目

妙
蓮
・
道
玄
・
周
一
・
妙
仙
・
妙
金
処
子
・
彦
六
・
道
範

妙
範
・
道
音
・
常
林
・
妙
隆
・
妙
薬
・
道
泉
・
妙
栄
・
宗
泉

妙
芳
・
鶴
子
・
大
郎
・
道
正
・
道
牲
嫁
・
二
郎
・
太
郎

妙
仙
小
二
郎

妙
春
・
期縣
子
・
五
郎
・
二
郎
・
五
郎
・
塙
子

二
郎
・
妙
仙
・
鶴
房
・
ハ

カセ
ハ

母
道
勝
・
妙
清
道
女

妙
林
・
道
善
・
妙
心
・
道
順
・
市
松
・
常
珍
赤
子

道
印
・
妙
祐
・
小
仙
林
香
・
道
仙
赤
子
・
妙
栄

妙
印
・
道
林
・
須
賀
茂

妙
印
・
正
源
・
妙
順

善
鏡
・
宗
吽
・
道
了
・
妙
了
・
妙
祐
・
胤
秀

勧
進
大
鼓
打
宗
順
・
大
郎
・
妙
正

郷
庄
天
徳
院
宗
富

�

九
輪

上
よ
り
四
段
目

宗
賢
・
祐
珍

常
柱

（８３）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



妙
芳
・
菊
寿

道
玄

妙
仲
・
道
円

妙
鏡
・
妙
永

道
善
・
妙
観

道
善
・
宗
方

念
阿
弥
・
道
永

妙
挂
・
明
了

正
善
・
妙
善

道
牲
・
妙

妙
林
・
妙
牲

道
善
・
善
春

能
阿
弥

道
印
・
善
高

道
永
・
妙
久

妙
正
・
妙
印

了
仙
・
妙
照

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（８４）



正
金
・
妙
円

妙
仲
・
妙
金

道
蓮
・
妙
蓮

光
伝
・
妙
讃

美
濃
・
道
椿

妙
泉

輪
一
勧
進

礒
辺
彦
左
衛
門

松
子
・
五
郎

妙
元
・
新
衛
門

籾
子

正
林

妙
仙
・
道
仙

正
挂
・
道
永

妙
隆
・
道
讃

無
産
牛

玄
清
・
妙
光

妙
心
・
大
赱受

（８５）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



正
祐
・
道
順

太
郎
・
美
濃

妙
胤
・
真
宗

妙
連
・
妙
秀

昌
寿
・
三
位

�

擦
管

上
よ
り
三
段
目

妙
全

松
子
・
吉
秀
・
菊
子
・
鶴
子

妙
印

妙
芳

土
道
安

妙
鶴

妙
仲

宗
感

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（８６）



�

擦
管

上
よ
り
二
段
目

益
子

千
代
分
造
次
良

六
良
子

妙
泉

円
徳
・
妙
讃
・
妙
薫
・
性
春
・
妙
音
・
道
仙
・
妙
金

妙
香
・
道
徳
善

宗

手
手
ヽ
房
道
随

宗
円
・
妙
印
処
子

	

宝
珠
（
芯
部
）

重
常

正
秀

妙
仲

塔

百
性

馬
一
疋

二
郎
兵
衛

妙
祐

道
幸

妙
香

宗
連

（８７）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て






宝
珠
（
頭
部
・
写
真
３
）

三
原
郷
大
工
常
久
戒
名
宗
当

成
就
于
時
天
文
十
七
年

戊
申

十
一
月
廿
弐
日

二

金
剛
盤
銘
文
お
よ
び
薬
師
堂
・
本
堂
厨
子
内
墨
書
銘

�

金
剛
盤
銘
文

縦
二
七

横
一
九
・
二

（
陰
刻
銘
）

奉
（
マ
マ
）

奇
附
仏
具
一
面

石
堂
寺
江
爲
現
世
安
穏

後
生
善
処
故
也

旦
那
丸
但
馬
守
時
綱
妻
女
敬
白

天
正
十
六
戊
子
�
九
月
吉
日

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（８８）



�

薬
師
堂
墨
書

ア

隅
木
上
墨
書

慶
長
拾
五
□
年
三
月
十
二
日
い
�つ
�し
く

い
づ
れ
も
こ
れ
を

イ

内
陣
台
輪
墨
書

天
正
三
年
乙
井
六
月

ウ

丸
桁
落
掛
墨
書

大
工
安
田
□
□
□

天
正
三
年
乙
い
六
月
五
日

エ

巻
斗
斗
尻
墨
書

作
者
安
田
�ゆ
�起
□

同
□
斗
助

天
正
三
乙
い
六
月

□

三
日
本
願
敬
白

�

厨
子
内
側
壁
板
墨
書

延
□海
敬
白
宮
殿
□
□
□

（８９）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



永
正
十
年
癸

酉
七
月
□
十
一
月
廿
二
日

三

古
文
書

�

鎌
倉
公
方
足
利
満
兼
御
教
書
（
写
真
４
）

彗
星
出
現
祈
祷
事
、
殊
可
令
致
精
誠
之
状
、
如
件
、

応
永
九
年
二
月
十
三
日

（
足
利
満
兼
）

（
花
押
）

石
堂
寺
別
当
侍
従
律
師
御
房

�

宗
海
歎
徳
文
（
写
真
５
）

于
時
文
明
十
九
丁
�

年
戊戌

未
�
極
月
十
四
日
夜
、
於
妙
法
坊
夜
盗
、
災
火
忽
燃
起
、
類
火
来
堂
塔
・
僧
坊
・
社
頭
已
下
、
悉
焚
燃
云
云
、
于
時

宗
海
廿
五

云
云
、
爰
和
尚
従
七
歳
備
学
頭
職
位
、
然
間
企
再
興
元
由
、
纔
廿
余
年
中
、
堂
塔
・
僧
坊
・
社
頭
成
就
畢
、
殊
寺
領
三
百
余
才

得
退
、
是
又
国
伺
順
源
朝
臣
義
通
大
将
得
敗
領
、
就
中
法
道
悉
破
壊
、
其
時
之
分
野
、
寺
中
之
僧
侶
官
俗
形
無
究
、
不
及
事
、
鳴
呼

歎
有
余
計
也
、
此
法
印
志
等
、
慈
覚
古
仏
法
伝
来
之
励
、
邂
逅
不
廃
、
依
之
所
願
不
空
、
感
応
道
交
而
、
極
顕
密
之
奥
蔵
、
法○

流
遠

沾
末
代
之
乾
田
、
師
資
相
承
之
蘂
鮮
結
簡
、
以
広
演
流
布
、
実
仏
使
之
為
人
師
、
雖
然
与
携
有
為
之
教
意
六
十
才
、
大
永
五
乙酉
潤
廿

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
四
号

（９０）



九
辰
剋
入
滅
畢
、（
粧
カ
）

□
者
帰
双
林
之
苔
、
百
余
之
弟
子
之
悲
涙
者
、
咽
提
河
、
併
崛
東
頭
山
行
元
寺
法
印
豪
覚
和
尚
奉
荼
毘
処
也
、

当
住
権
少
僧
都
宗
能

大
永
五
暦
乙酉
霜
月
晦
日

同
祖
父
宮
下
常
益
・
常
家

孫
子
常
定
・
常
近
・
心
仲

祥
玉
尼

惣
領
成
常
・
祥
順
・
呪
師
谷
常
総

宗
秀
律
師
・
宗
繁
・
慶
円
・
綵
色
大
工
宗
意
其
子
房
子
宗
茂

�

里
見
家
女
人
印
判
状
（
写
真
６
）

御
ち
こ
さ
ま
（
喜
連
川
）

き
つ
れ
か
は
へ
御
う
つ
り
候
に
つ
ゐ
て
、
其
寺
家
に
に
あ
ひ
の
か
た
し
つ
け
申
候
間
、
い
つ
も
の
こ
と
く
御
う
つ
り
あ

る
へ
く
候
、
御
ち
こ
さ
ま
御
在
寺
の
う
ち
の
御
し
や
く
も
つ
の
事
を
は
、
け
ん
み
つ
に
御
す
ま
し
あ
る
へ
く
候
、
そ
の
た
め
に
印
判

を
こ
し
ま
い
ら
せ
候
、
以
上
、

巳

（
朱
印
、
印
文
「
久
榮
」）

六
月
十
三
日

石
堂
寺

御
ゐ
ん
き
よ
へ
ま
い
る

（９１）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



３宝珠（頭部）銘文

２露盤上面銘文（部分）

千
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第
三
十
四
号
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４鎌倉公方足利満兼御教書

５宗海歎徳文

（９３）

安
房
石
堂
寺
の
中
世
資
料
に
つ
い
て
―
―
―

多
宝
塔
銘
文
を
中
心
と
し
て



７足利頼氏木造坐像

６里見家女人印判状
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